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論 文 内 容 の 要 旨





一般化 しうる素材が存在 している。鉱山はその盛衰 にともない人々が集散するため、鉱山関係史料
も現地に残存することが少な く、人の移動 にともない四散することが多い。 このため、その研究 も
制約を うけ、農村史研究等に比べて研究蓋積 は少ないが、幸いにもわた くしは近世鉱山の各 レベル
の一次史料(原 史料等)を 調査、収集することができ、・本論 はこれらに依拠 した基礎的研究でもあ
る。
近世後期に秋田で生まれた佐藤信淵は、周知のように 「坑場法律」なる鉱山経営法についての著
書を残 したとされる。同書は信淵の祖父信景が松岡銀山を経営 した時の仕法を家学 として口授 され
たものと述べているが、信景が松岡銀山を経営 した証拠 はない。 この著書で、信淵が提言 している
鉱山経営法の特徴は、鉱山は鉱業生産だけではな く、いうなれば多角経営を行い、収益を図 るべし
とする点にある。すなわち、鉱業生産では開発に際 しての資本投下、または探鉱 ・排水 ・通風のた
文282
めの追加投資についても積極的主張はみ られず、む しろ鉱山内で遊女屋や料理屋を設置 し、博打を
盛んに催し、鉱夫のみならず鉱山外か ら富家を滞留させて貨幣を山内に落 とさせることを図るべ し
と提言 している。特に博打にっいては 「今我が家の坑場法律に於ては、此博変を以て山を開き山を
繁昌せ しむるに第一の要務とす」(滝 本誠一編 『佐藤信淵家学全集 中巻』所収 「坑場法律」)と ま
で述べ、貨幣 と人の流入を図るためには盛んに祭礼を行い、いわば各種イベントたる機能を祭礼に
託 し、鉱山は生産者世界よりもレジャーランドない し悪所的遊び場 として機能させることを提言 し
ているのである。博打は当時幕藩領主 によって禁止 されており、.鉱山もその例外ではなく、鉱山に
対 して発布された基本法たる 「制礼」でもこの禁止条項をもつ。 しかし、信淵が鉱山経営法を上記
のように述べたのは、鉱山の近世社会における異質的性格をみる理解にあると思われる。すなわち、
同書では 「坑場の門内は古来公政不入の地」 「坑場 は云ふものは、何れの国にても公政不入の地と
定て、総門より内は山主の一国成敗なる者なり」 とあるように、鉱山をアジール灘よび 「公政不入
の地」 として捉えている。確かに、近世鉱山には犯罪人が山内に入 ってきても、これを受入れて雇
傭 し、 もし追手が来ても引き渡さないとの規定をもっ 「山法」が存在する。ただ し、これは鉱山が
入山者の鉱山外での前非や経歴を不問に付 し、犯罪人たりといえども入山者が鉱山の秩序に従い労





















小葉田淳氏の研究(『 日本鉱山史の研究』)や 山口啓二氏の研究(『幕藩制成立史の研究』)な どをふ













内部の身分 ・階層に留意 しなが ら、その実態に迫る実証的研究が求められている。
第三には、本論は、鉱山の生産者的世界を切り取 り、苛酷な労働の下で単に嘘吟 しただけでない
その民衆像や鉱山社会像を探 る視点で叙述 しようとしたものであるが、近世鉱山の社会生活に関し
ては史料的制約が大 きく、 この分野の実証的研究は皆無に近い。その意味で、鉱山に働 き、そこに







1部 は、秋田藩の鉱山支配 と、これに規定された経営形態やその動向を論 じたもので、4章 から
構成されている。佐竹義宣 は慶長7年 、常陸水戸から出羽に転封されたのち、領内鉱山の開発に努
め、新たに開発された鉱山も少な くないが、それ以前から稼業されていた鉱山も存在 した。第1章 、
2章 で対象としてとりあげた大葛金山も佐竹入部以前から開発 ・稼業されていた鉱山のひとっであ
る。
大葛金山は、領内第一に位置する金山であったが、 これまでまとまった研究がな く、第1章 で17
世紀初頭から18世紀半ばまで、第2章 は18世紀後半から明治初年までのその歴史を叙述 したもので
ある。第1章 「大葛金山の研究17世 紀～18世紀中葉を中心に一 」では、秋田藩の鉱山支配形
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態の区分として 「直山」「請山」に着目し、「直山」には、基本的には藩から役人が派遣され、直接
に運上 ・諸役銀が徴収され、蔵米が専売 されることを確認 しながら、これに基づき、直山、請山を
繰 り返 した同山の直山支配の時期を推定 し、その支配と経営の様態をみたものである。幕藩権力は
鉱脈発見の申告制(隠 掘 り禁止)を とり、その鉱脈の豊貧を審査 して、採鉱量まで把握 して、その
山からの収奪程度を勘酌するといった方法をとり、山師や金名子は剰余の滞留、資本の蓄積が困難







第2章 「近代後期における鉱山経営一 秋田藩領大葛金山の研究一 」は、近世後期における大
葛金山の経営を、鉱山経営者を基軸に、藩 ・御山師、幕府 ・金座、城下町商人、在町商人、周辺農
村、鉱山内部の労働側等 との諸関係から構造的に捉え、鉱山経営を規定する諸要素たる富鉱脈の存
在 と切羽の維持、地金(生 産物)の 流通、経営資金の融通、鉱山で消費する諸物資の流通(調 達)
のあり方、経営側 と労働側 との対立関係を検証 し、さらに周辺農村の鉱山への経済的依存度にっい
ても史料によって明らかにしようとした。大葛金山の産金高の動向や安永 ・文政 ・天保 ・安政 ・慶






も、間歩毎に区分される場合もあった。第3章 「近世中期(18世 紀)に おける秋田藩領金銀山一




日毎の販売額に応 じた収奪が実施 された。かかる掘分山収奪 も18世紀後半にはみ られなくなり、こ
れと軌を一にして、18世 紀半ば頃、直山支配の鉱山でも、実質的には山師の請負経営とする支配 ・
経営形態の移行がみられることを考察 した。一方、鉱山に対 しては、藩は領国貨幣の禁止 に対応 し 』
て、幕府貨幣への引替えを通 じた収奪をとり、領内産金銀の流通は厳しく統制された。これに対 し、
鉱山側はある時はその統制緩和(買 上げ緩和)を 申請 したりしており、領内に産金銀の引き替えを
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ある。第3章 で、18世 紀の院内銀山の衰退やその経営にっいて予備的考察を加えたが、 文化14年
(1817)に 直山支配 となった同山は、藩のテコ入れもあって産銀高を漸増 させ、天保年間 になると
凶作による農村か らの出稼ぎ労働力の流入にも支え られ急激に産銀高を伸ばした。ただし、かかる
増産は探鉱をはじめとする普請費投入を前提としっっ鉱山の盛衰は生産手段=富 鉱脈の存否、発見
に規定されている。天保4年(1833)か ら11年の間年産銀高は1,000貫 目を越え、その ピークたる
天保9年(1839)に は1,438貫 目に達 した。藩は直営の経営形態をとって、資金を投入 し産銀の独
占的買上げと鉱山で消費される鉄 ・米等の生産 ・生活諸物資の独占的販売を通 じて、年間2～3万
両(産 銀高の増減等々年によって異なるが)に およぶ多額の利益をあげえたと推定できるが、産銀
の請負経営者たる金名子には産銀高の増加に照応 した収益を もたらさなか った。金名子産銀買上げ
代が、全額貨幣支給でなく一定割合の支給に留まること、独占的に供給される諸物資代価と差引き







第5章 「近世後期における鉱山労働者の闘争一 秋田藩領大葛金山を中心に一 」では、大葛金
山で起 こった嘉永元年(1848)の 出奔闘争、嘉永6年 の 「投文」(捨 訴)お よび出奔闘争を取 り上
げ、鉱山労働者の出奔が待遇劣悪に対する発作的、暴動的行動として発現 したものでなく、彼 らの
闘争が当時 「金掘 り一揆」 とも称され、「一揆」 としての組織性、計画性、闘争形態を具備 し、闘
争の蓄積があったことを明らかにしたものである。鉱山労働者の闘争については、従来、史料的制
約からその運動構造のレベルまで解明されていなか ったが、百姓一揆研究に触発されて、組織化、
指導層、要求 とその実現のための戦術まで掘 り下げて考察 したものである。鉱山労働者は生産高の
低下等 にともなう待遇悪化に対 して、鉱山側をして 「例の病」 と称させるほど不断に運動を展開 し
ていた事実や大葛金山でみられた闘争が院内銀山で も検証で き、近世後期 には流動的鉱山労働者
















北地方のたた ら製鉄技術 も中国地方か ら新たな技術が移植され、さらに東北地方の中で も職人派遣
等 による技術移転がみられ、その平準化が進行 した。ただし職人集団の排他性、領主の職人統制か
ら、技術が他領に移転 ・定着することは容易でなく、近世のたたら製鉄はその技術的枠組みの中で





ン含有量が少 な く、歩留 りもよかったこと、優良な炉材粘土の存在を指摘 した。 したがって、単に
砂鉄や炭の供給があり、職人を招聰 して(技 術を導入 して)製 鉄を行 って も、採算に見合 う事業が
実現できるとは限 らず、近世後期に藩が国産製作 として製鉄事業を推進 しても必ずしも成功 したわ
けではないのである。また補論②では、秋田藩領田沢村のたたら製鉄法にっいて、野だたらによる




製錬技術の近 代後期における実態とその改良の様相を検討 した。改良は1炉 あたりの鉱石処理量の







近世 日本における金生産は砂金採取や金鉱石の選鉱 ・製錬のほかに、産銀に含まれる金を分離 ・
析出す る方法によった。文化10年(1813)か ら院内銀山では本格的に金銀吹分法が実施されたが、
これは、佐渡の吹分師中川左兵衛が同山に半田銀山を経由して移住 したことによって実現 した。第
9章 「近世 における院内銀山の金生産一 金銀吹分法の技術伝播一 」では、 これまで注目されな
かった院内銀山における金生産の動向を紹介 し、幕末期における金銀吹分法を佐渡のそれと比較 し
ながら考察 したものである。近世後期における製錬技術移転 とその定着化を典型的に示す事例とし
て実態的に提示 し、技術者=職 人の果たす役割を改めて確認 しつつ、近世前期 とは異なり、支配領
域を越えた技術交流が盛んとなっていた時代性をみたものである。院内銀山の幕末の隆盛には藩の
鉱山振興政策による挺子入れがあったことを指摘 し、産金銀高の実績の上で、幕府か ら多額の拝借
金を引き出 した点で、当該期の秋田藩(財 政)に おける院内銀山の果たした役割、その意義の評価
を強調 した。中川左兵衛 については、補論(1>「院内銀山の金生産」で、彼が文政6年(1813)に 秋
田に骨を埋めるまで足跡や活動を紹介 し、その子定助が天保9年(ユ838)に 佐渡か ら院内に紹聰 さ
れて、さらにその技術改良を図ったこと、「塩詰製法」 の施行時期についても確認 した。
皿部は、鉱山社会の諸相、慣習など、その社会や生活をめ ぐる諸問題をとりあげ、鉱山の生産 ・





のために処分規定をもって成文化 された法たる山例(狭 義の 「山法」)、慣習として守 られたシキタ
リ類で成文化されていないもの等の存在を検出しながら、法の重層性 と鉱山社会の生産秩序を規定
していた山例(山 法)を 中心 に各 レベルの法の内容 とその関係をみようとした。主 として秋田藩領
の鉱山法を紹介 しているが、隣領南部藩でも同様の山法等が存在 しており、広 く鉱山の法秩序 とし
て理解できると思われる。本章で特に注目したのは、鉱山の基本法 としての性格をもっ鉱山 「制礼」
の存在と、処分規定をもち山内での生産 ・労働 ・生活に関する法や慣習の一部を成文化 した山法で
あり、領主側 も後者の存在を容認 し、その運用を鉱山側 に委ねていた。山法は領主の鉱山支配を補






た寺入 りに注目したものが第12章 「近世における鉱山労働者の 『入寺』慣行」であり、近世におけ




入 りによる謹慎行為 と寺院の救済活動によって宥赦 される慣行がみられ、中世以来の寺入り慣行は
形骸化 しながらも存続 し、 とりわけ闘争における 「徒頭」処分回避やの手続きにおいて固有の意義
と機能をもっていた。




技術伝授や鉱夫 としての社会教育、老後や疾病時の相互扶助の機能を果た した。特に 「渡り金掘」
はかかる 「鎚親」制のなかに編入 された者であり、同 じく流動的に鉱山を渡り歩 く鉱夫でも 「鎚親」
制に組みこまれていない鉱夫 は 「村方 もの」 と称され、鉱夫社会に定着 して、その社会集団に組み
込まれた者 と、そうでない者(こ れを主体的に拒否 し、在所農村等への回帰を もちっっ、したが っ
てかつての身分にこだわりながら鉱夫 としての身分定着を否定する者)と の差別があり、鉱夫には
その社会集団としての組織 とこれへの編入の儀式(披 露)が あったことを紹介 した。鉱夫の社会集
団 としての 「自治」的組織が近世にも存在 したことを検証 しようとしたものである。




開放性、生産者世界 としての秩序を維持 してその支配 ・収奪を貫徹す るためにとられた閉鎖性など、
鉱山社会の諸側面をみようとしたものである。門屋養安 日記にっいては、補論(3)「門屋養安 と院内
銀山」で、 この日記を幕末における鉱山社会解明に資する第1級 の史料であると評価 したうえで、
養安の院内銀山での活動やその経歴の概要を紹介 した。 さらに同日記にみられる鉱未関係記述から、
鉱夫の社会組織 となった友子の取 り立て(儀 式)関 係史料を摘出して友子組織の幕末院内銀山にお
ける存在を明 らかにし、また、これまで知 られていない弘化2年(1845)に おける鉱夫を主体 とす
る待遇改善の騒動の経過について も紹介 した。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、「序 本論文の課題 と視点」にっついて、全皿部13章 補論3か ら構成 されている。第
1部 では鉱山の支配と経営、H部 では鉱山の労働組織 ・闘争 ・技術、第3部 では鉱山社会、を取 り
扱 う。
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第1部 「第1章 大葛金山の研究一17世 紀～18世 紀中葉を中心に一」では、秋田藩の鉱山支配
区分である 「直山」・「請負」制を詳細に検討 し、鉱脈発見の申告制、藩の採鉱:量把握のもとでの山





ても検証 し、同家の生産条件への投資に注目する。「第3章 近世中期における秋 田藩領金銀山一
院内銀山を中心に一」 は、中期以降、金銀山の衰退とともに間歩支配が普請山、請山、謬山、掘分






蓄積 されてきたことを明らかにする。「第6章 南部鉄山における生産組織 と労働組織」 は、南部
藩下閉伊郡岩泉の商人地主中村家の経営する鉄山を対象に、管理 ・生産組織、鍛冶 ・牛方などの労
働組織、労働者の給与体系、などを解明し、中国地方の製鉄技術の新たな導入、周辺農村か らの労
働力雇用などを解明する。「第7章 東北地方における鉄山支配 とたたら製鉄」 は、仙台藩の鉄山
支配、吹差鞘送風による精錬技法の導入など近世後期の製鉄技術について考察す る。「第8章 近







の基本法である鉱山 「制礼」 と処分規定をもっ山法に着目し、山法は幕末まで現実に機能 したこと
を論証する。「第11章 近世後期に部ける金山の生産工程 と住民構成」は、大葛金山における住民
構成 ・家族形態をふまえ、鉱夫社会の身分秩序、「渡 り金掘」にみる擬制的親子 ・兄弟組織である
「鎚親」制、 この 「鎚親」制に組み込まれない鉱夫 「村方 もの」の存在などを解明 し、鉱夫の 「自






鎖性を論 じている。補論3は 日記の史料価値、筆者養安の経歴、院内銀山の友子組織の存在を明 ら
かにする。
以上、本論文は、近世鉱山史の基本問題を実証的かつ多角的に研究 したものである。未調査であっ
た関係史料を博捜 し、研究史上 はじめて解明した事実は多方面にわたる。とくに鉱山史理解に不可
欠な鉱山技術、労働組織、鉱山の法秩序についての解明は新局面を拓 くもので高 く評価でき、斯界
の学問的発展に寄与するところきわめて大きい。
よって本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。
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